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中胚葉由来の PDGFRA +細胞は背側大動脈で造血幹細胞の発生を調節する 
 

マウスの造血幹細胞は、胚 10.5日目（E10.5）に背側大動脈の腹側表面で初めて出現

する。血管内皮細胞から造血幹細胞へ移行することが知られているが、著者らは、間

葉系幹細胞が造血幹細胞（HSC）のニッチとして不可欠な細胞であるかどうかを検討し

た。長期造血幹細胞（LT-HSCs）に必須のニッチを提供する間葉系幹細胞が、AGM

（aorta-gonad-mesonephros）領域に存在し、背側大動脈の発生と内皮細胞から造血幹

細胞への移行に寄与しているかどうかを調べた。本研究では、中胚葉由来の PDGFRA+

間質細胞（Mesp1der PSCs）が背側大動脈の造血性内皮に寄与し、E10.5-E11.5 の AGM

領域を形成していることが明らかになった。 

非造血性内皮細胞を Mesp1der PSC と共凝集させると、内皮細胞における造血転写プロ

グラムが活性化され、LT-HSC が生成されたが、神経堤由来の PDGFRA+間質細胞

（Wnt1der PSC）と共凝集させると生成されなかった。PDGFRA、BMP、WNT、NOTCHシグナ

ルの用量依存的な阻害は、この再プログラム化を中断させた。AGM領域の Mesp1der 

PSCsやその関連因子は、内皮細胞から LT-HSCsを生成するために応用される可能性が

ある。 
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